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	臨職の処遇改善の法改正を
冒頭、山上委員長は、「今春闘で連合運動に結集し、民間の仲間と連帯して、正規、非正規を問わず労働者総体の賃金労働条件改善の取り組みを進めていく」と述べました。

特に、臨時・非常勤等職員の抜本的な処遇改善にむけた法改正を求める、『公務員連絡会・自治労が行う200万署名』の圧倒的成功にむけて「組織の総力をあげよう！」と訴えました。

民主党は国民の期待に応えよ
また、民主党政権について「この１年半で民主党でなければできなかった地方交付税の増額や高校授業料無償化、新たな雇用対策など多くの改革・改善が行われている。『国民の生活が第一』と言ってきた民主党こそが私たちの求める自由で公正、公平な社会、平和で安心できる社会、働く者や弱者が人間としての尊厳をもって生きていける社会の実現のために頑張る政党になることを望む」と述べ、「自民党のように額に汗して働く者や労働組合を敵視する政治の復活を断固阻止し、もう一度、党内が一致結束して難局を乗り切り、国民の皆さんの期待に応えられる政党になってほしい」と強く訴えました。
６７日の短期決戦をみんなで
さらに、４月に行われる知事選を頂点とする統一自治体選挙について、「連合北海道・自治労道本部は、「木村としあき」さんを推薦決定した。風は逆風に近い状況にあるが、景
	
	
	気も雇用も厳しい北海道の現状を踏まえ、この８年間北海道のために何もしてこなかった高橋道政の三選を許してはならない」と強調しました。

『できない』を『できる』に変える
そして「「木村としあき」知事候補は、全道を精力的にまわり『地域の再生と自立』のために、『できない』を『できる』に変えていこうと訴えている。投票日まで、６７日の超短期決戦。決めた方針をみんなで実践し、木村知事実現に向け全力を上げてたたかおう」と呼びかけました。　　　【道本部ＨＰより】




自治労の仲間　置戸町の管理栄養士　佐々木十美さんの奮闘に学ぼう

	北海道知事候補の「木村としあき」さんは全国に名前と仕事を知られる公務員ですが、実は、置戸町にも地道に奮闘されてきて、全国的に有名な職員がいます。
３８年間、学校給食を作り続けてきた置戸町立 学校給食センターの管理栄養士の佐々木EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とみ),十美)さん。
北海道新聞社から刊行された佐々木十美さん監修の『おうちの給食ごはん』は、置戸の給食を家庭の食事にアレンジしたレシピ集ですが、雑誌「ソトコト」の全国食育都市ランキングで「栄養士のこだわり部門」第1位に選ばれました。
給食で使う味噌は調理員との手作り。カレーはルーを使わずじっくり寝かせ味を出す。食材も地元のものを使えるだけ使う。山菜は山から採ってくる。魚は骨が付いたまま。
町内３００人の小中学生の「母親役」としてとにかく実践してきた方です。
その佐々木十美さんがテレビのドキュメントで取り上げられます。



	
	
	
置戸町のホームページ　　　　　　　　　　　には次のように番組の　　　　　　　　　　　紹介がされています。
佐々木さんの作る給食は、もうひとつの『おふくろの味』です。
佐々木さんの信条は、子どもたちにこびない給食作りと徹底した美味しさの追及。 「本物の味を知る機会を、たくさん作ってあげたい」すべては“食べる力”を育てるため、と話すベテラン栄養士。　　　　　

その熱き日々に密着です。




























































































































































































「北方領土返還要求署名」にご協力を





昨年9月11日､全国から1150人が集まった「平和行動in根室」での連合北海道の訴えです。





ロシアによる不法占拠が続いている北方四島の速やかな返還を連合北海道は求める。


領土問題は国が取り組む課題であり、自民党長期政権に代わり民主党政権が誕生したのを契機に、政府に継続性のある外交を求めていく。　


今後も一括返還、ビザなし交流専用船の早期建造、相互交流と友好の象徴とするための日本建築の保存と活用など、地元北海道として粘り強く運動を続けていく。





※１月21日の直美さんからのメールを今一度。





打電やＥメールって手間がかかりケッコウ大変です。津別町職は道本部から提起される全ての行動を取り組んでいます！











打電・文書送付の取り組み【１２~１月】





自治労道本部や連合・平和フォーラムの提起をもとに、町職として次のとおり取り組みました。





関西電力高浜原発でのプルサーマル実施に対する緊急打電行動　１２／２８


【打電先】抗議：関西電力（株）





東京大空襲訴訟緊急団体署名　１／５　


　【送付先】要請：東京高等裁判所





③ 福岡市アミカス嘱託職員ユニオン組合員の選考試験不合格


③ に対する抗議要請行動　１／６


【送付先】激励：アミカス嘱託職員ユニオン　抗議：福岡市市民局長








④ 米海軍イージス駆逐艦の小樽入港、ミサイル駆逐艦の苫小牧入港に反対要請１／２８


【打電先】要請：北海道知事、小樽市長、苫小牧市長　　抗議：在札幌米国総領事














朝に弱い方は、


予約録画をしておきましょう！








佐々木十美さんは、道職員で自治労の仲間です。今年３月で定年退職されるとのこと。同じ職場の給食調理員と共に、地域でがんばる先輩の姿と言葉から、私たちも「仕事力」を高めるためのチカラをもらいましょう。











朝　６時 ～ ６時３０分


ＨＢＣテレビのドキュメンタリー





発見！人間力～熱血栄養士！


美味しい給食のヒミツ


妥協なき給食作りの現場に密着








道本部は昨日2日、自治労会館で中央委員会を開き、2011国民春闘方針、統一自治体選挙闘争をはじめとする当面の闘争方針を決定しました。





























津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


